
リコール届出日：平成２２年９月１６日

リコール開始日

事故の有無

車名 型式 通称名
ﾘｺｰﾙ対象
車の台数

備考

ヰセキ Ｔ１２９Ｆ JKA17   8台

Ｔ１３３Ｆ JKA17D  83台

HV17  23台

Ｔ１３６Ｆ JKA19D  86台

HV19  17台

Ｔ１４８Ｆ JKA21S 319台

HV21  50台

(製作期間の全体の範囲)

(計４型式) (計７車種) (計586台)

T148F-400001～T148F-400050

 【注意事項】リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。

平成20年6月9日～平成22年6月16日

T136F-000401～T136F-000507

平成20年6月2日～平成22年7月16日

T136F-300027～T136F-300043

平成20年6月4日～平成22年7月2日

平成20年6月2日～平成22年8月18日

平成20年6月9日～平成22年6月24日

T148F-000355～T148F-000757

平成20年6月2日～平成22年8月18日

ﾘｺｰﾙ対象車の車台番号(ｼﾘｱﾙ番号)の
範囲及び製作期間

T129F-000460～T129F-000467

平成20年8月7日～平成22年7月5日

T133F-200041～T133F-200063

T133F-000462～T133F-000563

平成20年6月4日～平成22年7月23日

不具合件数 　１件  無し

発見の動機 　市場からの情報による。

自動車使用者及び自動車
分解整備事業者に周知さ
せるための措置

・使用者：使用者を把握しており、直接電話等で連絡する。
・自動車分解整備事業者：全使用者を把握しているため、周知の
　ための措置は取らない。
・改善実施済車には、型式銘板の近傍にNO.2609のステッカーを
　貼付する。

不具合の部位（部品名） 　かじ取り装置（パワーステアリング）

基準不適合状態にあると
認める構造、装置又は性
能の状況及びその原因

 パワーステアリングシリンダ取付ステーのシリンダ取付部において、
 溶接の溶け込みが不足しているものがあるため、そのままの状態で
 使用を続けると当該溶接部が破断し、かじ取り操作ができなくなる
 おそれがある。

改善措置の内容  全車両、パワーステアリングシリンダ取付ステーを良品に交換する。

 連絡先：自動車交通局技術安全部審査課リコール対策室
 ＴＥＬ：03-5253-8111 内線 42353
 アドレス：http://www.mlit.go.jp

　リ コ ー ル 届 出 一 覧 表

リコール届出番号 ２６０９ 平成２２年９月１６日

届出者の氏名又は名称
井関農機株式会社
　取締役社長　蒲生 誠一郎

 
　　　　　　問い合せ先：品質管理部
　　　　　　ＴＥＬ　089-956-9819


